
    『点訳フォーラム』より 

 【質問１】 

『紫式部と藤原道長』（倉本一宏著）の中に位や役職名が数多く出てきます。 

①備中権守、②右兵衛権佐、③右衛門権佐、④太宰権帥、⑤令外官、⑥近衛将、⑦越後弁の切れ続きを

教えてください。 

語例集に「権の守」「右衛門佐」「太宰の■権の■帥」「令外官 リョーゲノ■カン」「越後弁殿」などの

語例はありますが、「権、守、佐、帥、官、将、弁」は同じ漢字 1 文字です。違いをどのように考えればいい

のでしょうか。 

 

 【質問２】 

「大納言の君、宰相の君、宣旨の君、中将の君」は点訳フォーラムの Q＆A の解説の通り、「ダイナゴン

ノ■キミ、サイショーノ■キミ、センジノ■キミ、チュージョーノ■キミ」に君のまえで区切って書いてい

いでしょうか？大納言・宰相・宣旨は人名ではないのですが。 

 

【回答１】 

平安時代の役人の官位（四等官）は、かみ（頭、督、守）、すけ（助、佐、介）、じょう（允、尉、掾）、さかん（属、

志、目）で表しますので、一般に官位としては前を区切って書いてよいと思いますが、ただ、役職名と合

わせて略して呼ばれることも多く、規則として表すのは、むずかしいところです。 

 

①備中権守、②右兵衛権佐、③右衛門権佐、④太宰権帥の「権」は臨時の官職で「仮に置かれた」とい

うような意味ですので、ゴンノカミ、ゴンノスケと続けて書いてよいと思います。②右兵衛権佐は右兵

衛府という役所の権佐、③右衛門権佐は、右衛門府という役所の権佐ということになります。④「太宰

権帥」は、帥（そつ、そち）が太宰府だけの長官名で、太宰府の臨時の長官という意味ですので、ダザイ

ノ■ゴンノ■ソツとなります。 

⑤令外官は、正式に定められた以外の官職すべてをまとめてあらわし、具体的な官位・官職を示してい

るわけではありません。大宝令、養老令の外の官職・役所のことですので、リョーゲノ■カンとなります。 

⑥近衛将は、近衛府の将(大将か中将）ですので、コノエノ■ショーとなります。 

⑦越後弁は、大弐三位(紫式部の娘）を指す通称ですので、続けて書きます。「弁」は、近衛府の事務を

司る役所・事務官をさしますので「頭の弁」などは続けて書いてよい 

と思います。 

ご質問の文のなかで、１箇所、ウエモンノ■ゴンノ■スケとなっていましたが、ゴン 

ノスケです。語例集の右衛門佐（うえもんのすけ）は、右衛門佐局といわれた大奥の 

女中を指し、官位官職とは直接関係ありません。 

そのほかは書かれていたマスあけでよいと思います。 

①備中権守→「ビッチューノ■ゴンノカミ」 

 ②右兵衛権佐→ 「ウヒョーエノ■ゴンノスケ」 

 ③右衛門権佐→ 「ウエモンノ■ゴンノスケ」 

 ④太宰権帥→ 「ダザイノ■ゴンノ■ソツ」 

 ⑤令外官→「リョーゲノ■カン」 

 ⑥近衛将 → 「コノエノショー」 

 ⑦越後弁→「エチゴノベン」 

 



【回答２】 

「君（きみ）」に関しては、Ｑ＆Ａの通りで、「ダイナゴンノ■キミ、サイショーノ 

■キミ、センジノ■キミ、チュージョーノ■キミ」と書いてよいと思います。 

大納言の君→「ダイナゴンノ■キミ」 

宰相の君→「サイショーノ■キミ」 

宣旨の君、→「センジノ■キミ」 

中将の君→「チュージョーノ■キミ」 

 

― 参考：『点訳フォーラム』より － 

８．p88 ２．敬称・官位など 

源氏物語をテーマにした読み物で、紫式部・越後弁・中将の君・小式部・明石の上などが登場します。

これらに「さん、様」が付いたときの切れ続きはどうなりますか。 

「紫の上」は「ムラサキノウエ」と続けてありますが、「紫の君」・「若紫の君」は「紫の上」と同じ考え

でよろしいでしょうか。そして、「明石の君」との違いはどのように考えたらよいでしょうか。 

 

【Ａ】 

ムラサキ■シキブ、エチゴノベン、チュージョーノ■キミ、コシキブ、アカシノウエとなり、式部、弁、君、

上などは、立場や役職などを示す普通名詞になりますので、「さん、様、」などは続けて書きます。「てび

き」ｐ90【備考１】に当てはまります。 

越後弁殿（エチゴノベンドノ）、明石の君（アカシノ■キミ）、葵の上（アオイノウエ）などが、「点訳フォ

ーラム」の「点字表記の語例」にありますので、参考になさってください。 

「君（きみ）」、「上（うえ）」は、どちらも敬意を込めた言い方ですが、この場合は、語としての自立性

が異なります。「君」は、人名や役職名に付く尊敬語で、具体的な意味を持つ名詞ですので、「君」の前

で区切って書きます。「上」「方」などは、方向を示す言葉を用いて間接的に「夫人」「奥方」を示す使い

方です。この場合の「上」「方」は接尾語的で、「～の上」「～方」までを含めて１語になっていますので、

助詞の「の」も含めて一続きに書きます。 



海苔漁師、海苔せんべい、海苔料理、高級海苔、海苔漁船、海苔養殖場のマスアケは？ 

【質問】  『点訳フォーラム』より 

 ２．p66 コラム 17 

①「自立性が強い」とはどのような語をいうのでしょうか。それは辞典とかで分かりますか。 

②「語例集」の空港横、屋敷跡などの備考欄に「複合名詞とは言えない」とありますが、これらは名詞

＋名詞なので複合名詞だと思うのですが、「言えない」というのは何故ですか。 

 

【回答】 

① 「点訳のてびき」第３章は、墨字の漢字仮名交じり文にはない点字独自の「分かち書き」「切れ続

き」について述べているところですので、日本語の文法用語も用いられていますが、独自の用語も多

く用いられています。 

「自立した意味のまとまり」「自立性が強い」などは、点字独自の用語となります。「自立する」とは、分

かち書き・切れ続きを考えたときに、それだけで区切って書くことができることを意味します。「自立性

が強い」も区切って書いた方がよいという意味になります。 

②「複合名詞」は､日本語文法の用語です。「てびき」ｐ66「コラム 17」にもキーワードの説明があります

が、「複合語」は、「単独で用いることができる語が二つ以上組み合わされて新たに一語としての意味・

機能を持つようになった語」です。例えば「水草」といえば、「水」だけの意味でも「草」だけの意味でも

無い、「水中に生える草や藻」というあらたな意味を表します。それに比べて「水自体」は、単に、「水、

それ自体」を表しており、水以上の新たな意味はありません。このように、名詞と名詞が並んでいれば

必ず複合名詞を作るとは限りません。「空港税」は「空港」だけでも「税」だけでもない、「出国時空港で

徴収される税金」という新たな意味を持ちますが、「空港横」は「空港の横」以外の意味はありません。

このような語を「複合名詞とは言えない」と表現しています。 

『てびき』69 頁 

  

 

 

 

 

 

のり無拗ろーし無無のりせん濁へい無無のり拗ろーり無無こー拗くー無のり無無のり無ぎこせん

のり無よー拗そくーぎそー 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

 読みと分かち書きがわからないものが３つあります。 

１．舞台名の『２３階の笑い』の「階」のことです。 

階が「カイ」か「ガイ」と読むのか迷っています。三谷幸喜本人はユーチューブ動画の宣伝で「２３カイ

ノ■ワライ」と言っています。NHK 日本語発音アクセント辞典の助数詞では「23 サンガイ」と「ガイ」にな

っています。作者本人が言うように「２３カイノ■ワライ」と濁らない方がいいのでしょうか？ 

２． テレビの番組名「アイ・アイゲーム」の分かち書きです。 

てびきの 102 ページ（２）②で「アイ■アイ」と思うのですが、そのあとの「アイゲーム」はてびき７１ペ

ージ外来語（１）で「アイゲーム」とつなげると考えると、「アイ■アイゲーム」？ 

３．「格調高い」を、「カクチョー■タカイ」か「カクチョー■ダカイ」？        読み 

ニジューサンガイ 

【回答】 

１． 「数２３ガイノ■ワライ」と書くのがよいと思います。 

ご本人の発言の中での自由な発音より、助数詞の読み方にしたがって書いた方が意味を理解しや

すいと思います。 →  数２３濁かいの無わらい 

 

２．アイアイ■ゲームとなります。アイ・アイは語句の区切りの中点ですので省略して、複合語の中の繰り

返しですので続けて書いてよいと思います。 『点訳のてびき』103 ページ より 

 

 

 

 

 

 『点訳のてびき』83 ページより 

 

 

 

 

 

 

 →  あ２あ２無濁けーむ 

 

３．「高い」は「計算高い」「勘定高い」など連濁する場合も、「悪名高い」「誇り高い」など連濁しない例

もあり、「格調高い」も「カクチョー■タカイ」「カクチョーダカイ」どちらも考えられますが、どちらとも

考えられる場合は、点字では、それぞれの意味がわかりやすいので、連濁しない方を選ぶことをお勧

めします。 →  かく拗ちー無たかい          『点訳ナビゲーター』より 

 

 

 

 


